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テスト網羅性に基づく品質の向上 
 

－品質特性から見た効果的なテストの導き－ 
 

アブストラクト 

 

1. 研究の背景と解決すべき課題 

一般に、ソフトウェアの品質を確保する上で、テスト網羅性を高めて十分なテストを実行することは

重要なポイントと考えられている。しかし、そもそもテスト網羅性の測定方法は確立されていないため、

どのようにテスト網羅性を向上させていくかは不明瞭で、何をもって十分といってよいかも分からない。

当分科会では、テスト網羅性とは何かをあらためて検討した上で、具体的にテスト網羅性を向上させる

ための方法を研究することとした。 

 

2. 問題の分析と研究のアプローチ 

テストは、テストケースにより対象要素を検証

する行為である。検証にあたっては、対象がどの

ようにあるべきかを考えなければならない。ソフ

トウェアのテストは、品質保証が主目的なので、

テスト網羅性を考える最初のステップは、ソフト

ウェアが満たすべき品質を想定することである。

逆にいうと、想定されていない品質に対するテス

トは実行不可であり、テスト網羅性の考慮対象外

である（図 1.中の”テスト不可の範囲”部分）。 

ソフトウェアが満たすべき品質を想定した後は、

それを検証するためのテストケースを開発するこ

とになる。テストケースは、品質が満たされる状

態、満たされない状態を想定して開発するが、人

間が開発するものである以上、全ての想定を行う

ことは不可能である。その意味でソフトウェア品

質とはリスク事項であり、テストケースがどこま

で必要かはリスク管理の手法で考えられるべきである。つまり、ソフトウェアに潜む品質リスクを求め

られるレベルまで軽減できた時点がテストのゴールとなる（図 1.中の”テストする範囲”部分）。 

以上から、当分科会では、テスト網羅性を「目標とする品質レベルを確保する上でのリスクを十分に

軽減できるだけのテストに対する実際に行ったテストの割合」と定義した。その上で、ソフトウェアに

求める品質を明確にすることでテスト網羅性の基準を可視化し、品質リスク軽減に有効なテストを明ら

かにすることでテスト網羅性を効果的に向上させることを目標とした。 

研究にあたっては、各社の実例をベースとすることで、現場から乖離した理論にならないように気を

付けた。一方で、共通の理解を得るため、用語や概念体系は、テストについての国際規格である ISTQB

（日本語版：JSTQB）や IEEEなどを利用している。 

 

3. 研究内容 

3.1. 品質特性表 

ソフトウェアに求める品質特性をまとめることで、テストで検証できること、検証すべきことを明ら

かにする。品質は目に見えないために感覚的な評価になりやすいが、当分科会では、ISO9126をベース

として、必要に応じて具体例や代用特性を追加することで、品質を定性・定量的に評価できるようにし

た。 

図 1. テスト網羅性の考え方 
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3.2. テストタイプ一覧表 

各社で行っているテストを、目的や実行の具体例及び注意点

とともに収集し、有効性を分科会参加社のインシデント実例に

適用して検証する。収集したテストタイプをターゲットとする

品質特性毎に分類することで、品質特性毎に有効なテストタイ

プを明らかにする。 

 

3.3. ソフトウェア品質特性・テストタイプ診断ツール（SQaT） 

テスト網羅性向上による品質向上のためには、個々のソフト

ウェアに有効なテストを見極め、過不足ないテスト計画を作成

することが必要である。テスト計画における属人性を緩和する

ために、客観的な情報をもとに重視すべき品質とテストタイプ

をガイドする仕組みを検討する。当分科会では、テスト計画を

作成または承認する立場にあるプロジェクトマネージャが利用

できるよう、開発体制や利用ユーザといったプロジェクト情報

を利用することとした。 

 

4. 研究成果 

品質特性表では、抽象的に定義されている品質副特性を具体

例や代用特性により説明している。これにより、ソフトウェア

に必要になる品質を理解しやすくなっている。 

テストタイプ一覧表には２０社のテスト情報をまとめている。

テストツールやテスト技法等についての情報は巷間にあふれて

いるが、実際の現場におけるテストのあり方を体系的にまとめ

た資料は少ない。当分科会で作成したテストタイプ一覧表は、

現場のノウハウを感じることができる資料となっており、テス

ト計画時の実行テスト選択だけでなく、テスト設計時のテスト

ケース作成指針としても役立つものとなっている。 

SQaTにより、プロジェクトの基本的な情報を把握していれば、

短時間で優先すべき品質・テストを把握できるようになった。

診断結果の有効性は、特性の異なる複数の過去案件に対してシ

ミュレートを行い、結果を実際のインシデントと比較すること

で検証している。結果、８７％のインシデント発生を回避する

効果があった（テストタイプ漏れ防止５２％、テストケース漏

れ抑制３５％）。 

 

5. 今後に向けての提言 

今回の研究では、ソフトウェアに求められる品質を明らかにすることで、必要なテスト網羅性を明確

にすることができた。また、網羅すべきテストタイプ、重視すべきテストタイプを、テストタイプの目

的や具体例とともに明らかにしているので、テスト計画立案にすぐに役立つものになっている。今後、

各社の特性にあった品質判断基準やテストタイプを追加・更新していくことでより精度の高いテスト計

画、ひいては品質の高いソフトウェア開発を実現できるであろう。 

また、今回の研究では、テストタイプから個々のテストケースを開発していく手法については触れて

いない。インシデント分析結果から特に有効性が高いと判断される出力値整合性テストや業務シナリオ

テストなどについてテストケースを作成するガイドを追加すると、より品質向上につながるだろう。 

当研究成果報告が、常に変化し続けるソフトウェア開発の現場において、読者が適切なテストを行うた

めの指針となれば幸いである。 

 

図 3. SQaTの出力結果例 

図 2. テストタイプ表 

図 4. テスト診断結果 
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1 構造テスト

アンチパターン解析

【アンチパターン】
ソフトウエア開発が失
敗に陥る際に多く見ら
れる、間違いやすい手
法の型（パターン）

ソースコードを解析し障害を
誘発しやすい記述が無いか確
認する。

既成のツールを使用した解析
が一般的。

FindBugsやCheckStyleのような既成ツールを利用
するのが一般的。
解析は、ツールに用意されているものや各社で定
めるコーディング標準などをもとに行われる。

アンチパターンの例）
　Blob／溶岩流／ｽﾊﾟｹﾞｯﾃｨｺｰﾄﾞ･･･

標準への準拠
インタフェイスのスタ
イル
静的解析（藤山）

2 コードレビュー

ソースコードの妥当性をレ
ビューする。
妥当性には幾つかの観点が有
るので例を参照。

コードレビューには以下のような観点がある。
・保守や拡張の視点で支障をきたすレベルの記述
になっていないか
例）変数名のわかりやすさ
　　不必要に複雑なソース構成
　　わかりにくいコメント文
　　COPY元にしたソースの名残り
・標準（業界／社内／プロジェクト）に適合して
いるか。
・法律等の規定や規約を満たしているか
・ＢＵＧが作りこまれていないか

アンチパターンが確立しているものについてはテ
ストタイプ『アンチパターン解析』を参照。

標準への準拠
インタフェイスのスタ
イル

○ ○ ○

機能性


